
2019年 8月 吉 日

学区民各位

西山学区連絡協議会

会ヽ長 伊藤 嘉章

第 53回 西山学区民運動会のお知らせ

残暑の候、皆様には益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は、西山学

区の行事につきまして格別のご協力を賜 り厚くお礼申し上げます。

さて、恒例の学区民運動会を下記次第により開催いたしますので、実施細 目表

を参照の上、ご参力日くださいますようお願い致します。

なお、本大会は町内対抗になってお りますので、ご家族そろつて応援にお出掛

け下さいますようご案内申し上げます。

また、各種 目に参力日ご希望の方は、各自治会長へお申し込み下さい。

記

日 時 10月 6日 (日 )午前 9時より

※ 雨天中止(予備 日なし)

会 場 西山小学校運動場

回覧

裏面もご覧下さい



注 意 事 項

1.各チームは、 8時 30分までに集合 し、出場準備をして参加すること。

2.なお、プログラム2番 (タ イヤ廻し競争)ま での選手は、必ず開会式に集合していること。

(開会式は午前 9時より、西山小学校運動場にて。)

3.チーム毎にプラカー ド・町内旗・優勝旗・選手の順に入場すること。

4.選手は、チーム名を記入 したゼッケンを背に付け、町内色のはち巻きをするこ

と。アンカーはアンカー用タスキを必ず付けること。

5。 選手宣誓は、前年度優勝チームが行 うこと。

(平成 30年度優勝チーム 藤巻・高針荒田)

6.応援席には、町内旗を立てること。

7.チーム毎に敷物・紙屑入れ (ダ ンボール)ご 空きビン空き缶入れ (ビニール袋 )

を用意 し、終了後にはチーム毎に持ち帰ること。

8.運動場へは、自転車の乗 り入れは禁止。

9.ト イレは、所定の場所 (プール横、南校舎職員室の右側)を使用すること。

10.総合得点が同点の場合は、1等賞の多いチームが優勝とする。

11.競技中の事故に対しては、主催者側は応急の処置を取るが、その後の責任は

負いません。

12.西 山小学校構内は、すべて禁煙です。

13.運動場に設置 してある遊具は、使用禁止です。

14.ス パイクシューズは使用禁止です。

15.招集時間に間に合わないチームは、その競技を棄権 とみなします。

16.各チーム、ブース内でのテン トの使用は禁止です。

17.熱中症対策は各チームでご用意下さい。
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